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１、はじめに 
ヴェンセスラウ・デ・モラエス（1854 年 5 月 30 日～1929 年 7 月 1 日）は、日本研究家











富蔵の訳で『日本精神』（原著 Relance da Alma Japoneza.1926 年）、『徳島の盆踊』（原著
O"Bon-odori" em Tokushima. 1916 年）が刊行された。詩人・小説家の佐藤春夫「徳島見聞記」
（『東京朝日新聞』 昭和 10〈1935〉年 7 月 1 日～5 日、初出「徳島見聞記 モラエス埋骨
の地」）をはじめ、モラエスに言及した作品＝〈モラエスもの〉もこの頃から増えてくる。
しかし、七回忌より前にモラエスに言及した文学者は少なく、それは本稿の終わりの【参






司山治がいち早く「文豪モラエス」（『暴露読本』改造社、昭和 5〈1930〉年 11 月、初出稿


























一調査することにより、該当する記事として『東京日日新聞』大正 14〈1925〉年 3 月 9 日
の朝刊に掲載された岡本良知「徳島に隠れ住む 文豪モラエス 日本娘の跡を慕ひ 栄職
を抛つて十余年」を見つけ、詳細も確認することができた（【参考Ⅱ】に全文を示したが、
モラエスの写真も掲載）。執筆者の岡本良知（明治 33〈1900〉年 2 月 20 日～昭和 47〈1972〉







エスの住まいを訪ねたケースも少なくない。『徳島毎日新聞』大正 14〈1925〉年 4 月 12 日、






































































聞』連載の長編『写楽太平記』（昭和 33〈1958〉年 11 月 21 日～翌年 11 月 18 日夕刊）など
各地の新聞に大衆向けの小説を多く発表した。『婦人之世紀』をはじめ雑誌の編集にも多く
携わってきた貴司は、徳島県から作家を志す人達のために『暖流』を創刊し（昭和 36〈1961〉
年 10 月）、「暖流の会」代表としての活動は昭和 48〈1973〉年 (11 月 20 日没)まで続いた。 
晩年は徳島の作家のために助力したが、若い頃の貴司は都会志向であったから、「自然的
なる一切のものより、より更に文化的なるものに進化する努力が現代人の生活」で、「文明























「イバネス」とはスペインの小説家、ビセンテ・ブラスコ・イバニェス（1867 年 1 月 29 日




















































































年 7 月 2 日朝刊の記事を見ると「滞日三十年の領事自殺す 遺書を柱に張つて 亡き愛妾
との人情物語り」という見出しで、「モラエス死んだら焼いてくれ」と片仮名で書かれた紙
片が自宅の柱に張りつけられていたことが報じられていた。しかし、実際の遺書に書かれ



















短編小説「裁判と盆踊り」は「サンデー毎日」第 9 巻 27 号（昭和 5〈1930〉年 6 月）に








































































































めがねさん（貴司山治 ※伊藤好市の変名）「モラエスさん」(『婦人之世紀』大正 14 年 
12 月)  
昭和 5〈1930〉年  
貴司山治「文豪モラエス」（『新鋭文学叢書 暴露読本』改造社、昭和 5 年 11 月） 
＊初出稿「モラエスさん」の内容に「附記」を加筆したもの 
昭和 7〈1932〉年  
西崎満洲郎「文豪モラエス翁を訪ねて」（佐藤信重・麻生恒太郎編『新興詩・随筆選集』
詩と人生社、昭和 7 年 1 月）＊生田花世（小説家・詩人）の実弟、夭逝した徳島の詩人 
昭和 10〈1935〉年（モラエス七回忌） 
新居格「モラエスの七回忌に際して」(『徳島毎日新聞』昭和 10 年 5 月 14 日)  
新居格「モラエス忌の国際的意義」(『徳島毎日新聞』昭和 10 年 6 月 3 日)  
新居格「再び徳島に寄せる―国際観光の角度―」（『徳島毎日新聞』昭和 10 年 7 月 1 日） 
佐藤春夫「徳島見聞記」 (『東京朝日新聞』 昭和 10 年 7 月 1 日～5 日） 
佐藤春夫「モラエスの未刊詩」(『徳島毎日新聞』昭和 10 年 7 月 1 日)   
正宗白鳥「モラエスと魯迅」（『読売新聞』夕刊、昭和 10 年 7 月 20 日） 
佐藤春夫「文芸懇話会に就て ＝広津和郎君に寄す＝」(『東京日日新聞』 昭和 10 年 
9 月 5 日～8 日） 
佐藤春夫「日本文学雑感（そぞろごとを記して『徳島の盆踊』の訳者に寄す）」 






佐藤春夫『熊野路』(小山書店、昭和 11 年 4 月) 
菊池寛 「四国雑記」（『婦人公論』昭和 11 年 7 月） ＊この年に徳島来訪 
佐藤春夫「山水おぼえ帳」(『文芸春秋』昭和 11 年 8 月〉 
昭和 12〈1937〉年  
新居格「モラエスの遺書」（『東京朝日新聞』昭和 12 年 9 月 21 日～24 日）  
＊『野雀は語る』（青年書房、昭和 16 年 7 月）に収録 
昭和 15〈1940）年 
新居格「モラエスの夜」（『街の哲学』青年書房、昭和 15 年 12 月〉 
昭和 16〈1941〉年 
富士正晴 詩「墓地の春」（詩雑誌『三人』昭和 16 年 3 月） 
＊野間宏・富士正晴・井口浩『山繭』(明窗書房、昭和 23 年 1 月）に収録 
昭和 17〈1942〉年 
吉井勇「海南小記」(｢モラエス」の章）（『相聞居随筆』甲鳥書林、昭和 17 年 5 月） 
＊昭和 11 年に徳島来訪 
佐藤惣之助「徳島のモラエス」（『春すぎし』鶴書房、昭和 17 年 4 月） 
昭和 18〈1943〉年 
三田華子「旅人」（『文芸』昭和 18 年 1 月） ＊徳島出身の小説家 
昭和 19〈1944〉年 
吉井勇 「モラエス忌」（『玄冬』創元社、昭和 19 年 3 月）＊短歌十首  
 
【参考Ⅱ】『東京日日新聞』朝刊 大正 14 年 3 月 9 日記事 



























































一、Tracos do Sxtremo  Oriente.(Recordacas da China e saudade do Japao. 
(極東足跡へ 思ひ出の支那と懐しき日本)  
二、Dai-Noppon.(大日本) 
三、Cartas do Japao.(日本よりの手紙 三冊) 
（イ）Aantes, durante ｅ depois da Guerra Russo-Japonez.(日露戦争前、中後) 
（ロ）Culto do Cha.(茶の湯) 
（ハ）Paizagem da Chinae do Japao.(支那及び日本の自然) 
四、Vida Japoneza.(日本の生活) 
五、Bon-Odori em Tokushima.(徳島の盆踊り) 
六、Ko-Haru e O-yone.(小春とお米) 
七、Relance de historia do Japao.(日本歴史瞥見)
 
1 小説家の中河与一は「徳島のモラエス｣（『自由』第 7 巻 10 号、自由社、昭和 40〈1965〉
年 10 月）で、大正 12〈1923〉年に徳島在住のモラエスに会いに行ったことを書いている
が、戦後に回想されたものであるから後付けされた部分もあろう。 
2 拙論「昭和一〇年代における〈日本的なもの〉－横光利一の「厨房日記」から－」（『九
大日文』第 12 号、平成 20〈2008〉年 10 月）において、横光の小説「厨房日記」が書か
れた背景として〈日本的なもの〉の議論が高まっていたことに着目し、同時代の知識人、
文学者の言説をもとに昭和 10 年代の〈日本的なもの〉の問題機制について考察した。 
3 『暴露読本』前出、114 頁。 
4 岡村多希子「戦前におけるモラエス顕彰」（『東京外国語大学論集』第 42 号、平成 3〈1991〉
年 3 月）に同記事のことが指摘されているが（185 頁）、1923～24 年の『東京日日新聞』
を調べても記事を見つけることが出来なかったとされる。佃実夫編集『モラエス案内』








6 貴司山治研究会編『貴司山治全日記』ＤＶＤ版（不二出版、平成 23〈2011〉年 1 月）。 
7 暖流の会徳島事務所編『暖流』第 1 号（昭和 36〈1961〉年 2 月）に掲載された貴司の「徳
島の作家紹介」にも「中川規矩麿」と二人でモラエスを訪ねたと記されている。 
8 貴司「わが遍歴（未定稿）」（『日本プロレタリア長編小説集 第 3 ゴー・ストップ』
三一書房、昭和 30〈1955〉年 1 月）231 頁。貴司の経歴については「わが遍歴」の他、
貴司山治 net 資料館( http://ito-jun.readymade.jp)内の「貴司山治略年譜」(伊藤純)と貴司山
治の遺稿「私の文学史」（伊藤純・編注）、日本近代文学館・小田切進編『日本近代文







成 18〈2006〉年 12 月)等を参照した。 
9 貴司山治研究会編『貴司山治研究』（不二出版、平成 23〈2011〉年 1 月）9 頁、10 頁。 
10 『ゴー・ストップ』初刊本は、中央公論社から昭和 5〈1930〉年 4 月 1 日に発行されたが 
4 日に発禁処分となり、その改訂版が 4 月 25 日に同出版社から刊行された。 
11 貴司「解説」『日本プロレタリア長編小説集 第 3 ゴー・ストップ』前出、223 頁。 
12 貴司「解説」前出、221 頁。 




にこもり、懊悩煩悶」していたと述べている（234 頁、235 頁）。 
15 『婦人之世紀』前出、195 頁、196 頁。 
16 『貴司山路全日記』ＤＶＤ版、前出。同日の日記には、既に原稿の一部を送って新聞社
から続きを書くよう通知があったものの、進んでいない状態であることも記されている。 
17 『暴露読本』前出、119 頁。 
18 『暴露読本』前出、115 頁。 
19 『東京朝日新聞』大正 12〈1923〉年 12 月 24 日の朝刊記事「まづ文豪の眼に富士の姿 愛
嬌よいイバニエス氏 月並の語にも格別の詩趣」等、来日したイバニェスの様子が報じら
れていた。貴司は『婦人之世紀』第 14 年 13 号（大正 13〈1924〉年 2 月）に「めがねさ
ん」の変名で「ブラスコ イバーニエスの小品『贅澤』の翻訳に就て」を発表している。 
20『文学時代』第 2 巻 3 号（昭和 5〈1930〉年 3 月）125 頁。 
21『暴露読本』前出、122～123 頁、125 頁。なお、引用中の「く」は二倍送りの繰り返し
記号を表す（元の本文は縦書き）。以下の本文引用についても同様。 
22 佃実夫編集『モラエス案内』前出、19 頁。 
23 『暴露読本』前出、126 頁。ちなみに「附記」の前の文章末尾に「（一九二四年）」と年 
代が加筆されているのは誤植で、正しくは初出稿の発表年である一九二五年である。 
24 新居格「モラエスの遺書 葡国で発見された新資料」(『東京朝日新聞』昭和 12〈1937〉
年 9 月 21 日朝刊）、モラエスの遺書を「原文のまゝ」引用。 






31 『日本の民俗 徳島』（第一法規出版、昭和 49〈1974〉年 8 月）160 頁、166 頁。 
32 佃実夫（大正 14〈1925〉年 12 月 27 日～昭和 54〈1979〉年 3 月 9 日）は、昭和 33〈1958〉
年に『四国文学』第 21 号に「ある異邦人の死」（芥川賞候補作）、翌年『宝石』12 月号
に「毛唐の死」を発表。『暖流』に連載していた『わがモラエス伝』は昭和 41〈1966〉
年 10 月に単行本を河出書房新社から刊行した(徳島県立文学書道館編・発行『没後 30 年
「知の希求者・佃実夫の仕事」展』平成 22〈2010〉年 1 月 参照)。 
33 貴司「徳島の作家紹介」(『暖流』第 1 号、前出）227 頁。 
34 貴司「徳島の作家紹介」前出、228 頁。 
35 花野富蔵『モラエスの日本精神』「序」前出、2 頁。同書は、昭和 16〈1941〉年 6 月 6、 
7 日にわたりラジオで放送された同題目の講演に基づくもの。 
 
